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研究要旨：大腸がん肝転移切除例における術後補助化学療法の有用性を検討する 

 

 

Ａ．研究目的 

未だその有用性が明らかになっていない大腸が

ん肝転移における術後補助化学療法の有用性を

前向きランダム化比較試験によって検討する 

 

 

Ｂ．研究方法 

切除可能な大腸がん肝転移症例に対して術後補

助化学療法としてmFOLFOX6を投与する群と手術

単独群の無病生存率を比較する 

 

（倫理面への配慮） 

院内倫理委員会の承認を得ている 

 

Ｃ．研究結果 

平成26年度に該当する症例はわずかで、1例を登

録しただけであった。 

 

 

 

Ｄ．考察   

異時性肝転移の多くは他院からの紹介症例であ

り、既に化学療法を受けていることが多い。その

ため平成26年に行われた肝転移切除の中で適格

例はわずかであった。 

 

 

Ｅ.結論 

今後も適格例があれば試験に登録していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  


